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令和７年度八戸圏域広域的体験学習支援事業 

「発見！ふるさと体験隊（はっふる隊）」【中学校】実施要項 
 

１ 目 的 ・圏域内の中学校のキャリア教育を推進するため、八戸圏域連携中枢

都市圏内にある地域企業等を訪問しての社会体験活動の実施を支援

する。 

・地域企業等の魅力を創出するとともに、中学生に地域企業等の魅力

を伝える。 
 
２ 内 容 ・八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町の中学校が、圏

域内にある地域企業等での社会体験活動を行う際のバス借り上げ料

を負担する。 

・各学校一個学年を対象として台数を設定する。 

※小規模校による複数学年の体験学習は、バス１台で収まる人数 

（大型で 55 人程度）とする。 

※体験に係る材料費や体験料等は補助対象外とする。 
 

３ 本事業で利用可能なバス会社 

①三八五バス株式会社 ＜℡0178-24-3331＞ 略称「三八五バス」 

②三八五交通株式会社 ＜℡0178-24-3335＞ 略称「三八五交通」 

③岩手県北自動車株式会社南部支社 ＜℡0178-20-0160＞ 略称「南部バス」 

④株式会社北日本中央観光バス ＜℡0178-88-1515＞ 略称「北日本バス」 

⑤株式会社 東北都市交通 ＜℡0178-80-7925＞ 略称「東北都市交通」 

⑥寺下運輸倉庫株式会社 ＜℡0178-56-4611＞ 略称「寺下運輸バス」 

⑦十和田観光電鉄株式会社(十和田観光バス) ＜℡0176-23-3132＞ 略称「十和田観光」 

※市町村所有バス利用の場合：「公用バス」 

 

４ 実施までのスケジュール 

４月 14 日(月） 

より 

〇訪問先の決定、バスの予約開始 

・訪問先の検討 ・訪問先との打合せ ・バス予約 

・予約終了後、「広域的体験学習計画書」を提出 

※冬期休業前実施分：体験学習を行う２週間前まで 

冬期休業後実施分：１月 30 日（金）正午まで 

５月１日(木) 

※開始予定 

〇企業体験開始 

・帰校時、バス運転手より「乗車証明書」の提示があるので

内容を確認の上署名 

・体験学習終了後、「広域的体験学習報告書」を提出 

※５月１日（木）前に実施した体験学習は、「はっふる隊」

の対象となりません。バス代は、各校の負担となりますの

で御注意ください。 

提出方法について 

○八戸市立中学校→Govatt ポスト 

○三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町の中学校 

 →担当指導主事へメール（電子データ添付） 



５ 訪問先の検討について 

 ① 青森県教育支援プラットフォーム 

・「我が社は学校教育サポーター」事業 

→ 学校を訪問しての「出前授業(職業講話)」、企業等を訪問しての「職場見学」、企業

等の仕事を体験する「職場体験」を実施 

※「我が社は学校教育サポーター」で検索 

申込方法 

(1) 「我が社は学校教育サポーター」企業一覧から、企業の提供できる取組を 

調べ、希望する企業を選択する。 

(2) 「紹介連絡票」(ホームページよりダウンロード)をプラットフォーム事務

局へＦＡＸ送信する。(企業によっては直接連絡が必要な場合あり) 

(3) プラットフォーム事務局との打合せ。その後、プラットフォーム事務局が

学校と企業を仲介する。 

(4) バスの予約をし、教育指導課へ「計画書」を提出する。 

(5) 活動を実施する。 

(6) 終了後、プラットフォーム事務局へ「活動報告書(Ａ４版１ページ)」(ホー

ムページよりダウンロード)を、教育指導課へ「報告書」を提出する。 

 

 ② 学校独自で計画 
申込方法 

(1) 各学校で、地域企業等と連絡・調整を行い、内容・日程を決定する。 

(2) バスの予約をし、教育指導課へ「計画書」を提出する。 

(3) 活動を実施する。 

(4) 教育指導課へ「報告書」を提出する。 

 

  ※各市町村の産業担当課が、訪問先検討の際に参考となる企業リストを作成し

ている場合があります。 

（例：八戸市産業労政課「はちのへ地元企業ファンづくりプロジェクト」） 

 

【担当】 

 八戸市教育委員会 教育指導課 実践支援Ｇ 

  主任指導主事  馬 渡 正 仁 

TEL 43-9519(直通)  FAX 47-4997 

E-mail umarex@hec.hachinohe.ed.jp 



八戸市、三戸町、五戸町、田子町、南部町、階上町の中学校のキャリア教育
を推進するため、圏域内にある地域企業等を訪問しての社会体験活動の実
施を支援する。企業等を訪問する際のバス借り上げ料を、各学校一個学年を
対象として台数を設定する。
（農業や水産業体験等も内容によっては対象となります。体験に係る材料費や体験料等は補助対象外）

「発見！ふるさと体験隊（愛称：はっふる隊）」「発見！ふるさと体験隊（愛称：はっふる隊）」

【活用例】
○学校独自で訪問先を決定
学区外で職場体験を計画し、交通手段として活用

○青森県総合社会教育センターの支援を受けて決定
『我が社は学校教育サポーター』

○八戸市産業労政課の支援を受けて決定【八戸市のみ】
『はちのへ地元企業ファンづくりプロジェクト』

○NPO法人RENの支援を受けて決定【八戸市のみ】
『中学生による地域企業と大学の見学会』
午前：地域企業訪問（学校規模によって複数コース設定可能）
午後：地域大学訪問（学食体験・授業体験・施設見学）

北日本造船
企業訪問

ヴァンラーレ八戸
スクールトリップデイ

旭光通信
企業訪問

北辰工業
企業訪問
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Ｎｏ 会 社 名 連 絡 先 

１ 三八五バス株式会社 
〒０３１－０８０１ 

 八戸市江陽二丁目１８－３７ 

 ＴＥＬ ０１７８－２４－３３３１ 

 ＦＡＸ ０１７８－４４－６０１８ 

２ 三八五交通株式会社 

〒０３１－００７２ 

 八戸市城下四丁目１９－１５ 

ＴＥＬ ０１７８－２４－３３３５ 

ＦＡＸ ０１７８－４４－３５２９ 

３ 岩手県北自動車株式会社 
 南部支社（南部バス） 

〒０３１－００２３ 

 八戸市大字是川字二ツ屋６－７９ 

 ＴＥＬ ０１７８－２０－０１６０ 

 ＦＡＸ ０１７８－４５－４４１６ 

４ 株式会社  

北日本中央観光バス 

〒０３９－１２０１ 

 三戸郡階上町大字道仏字耳ヶ吠８－１ 
 ＴＥＬ ０１７８－８８－１５１５ 

 ＦＡＸ ０１７８－８８－５４５０ 

５ 株式会社東北都市交通 
〒０３９－１２０２ 
 三戸郡階上町大字赤保内字外平２３－４３ 
ＴＥＬ ０１７８－８０－７９２５ 

 ＦＡＸ ０１７８－８０－７９２６ 

６ 寺下運輸倉庫株式会社 
〒０３９－２１５５ 

 おいらせ町木ノ下西７９７－２ 

 ＴＥＬ ０１７８－５６－４６１１ 

 ＦＡＸ ０１７８－５６－２９４１ 

７ 十和田観光電鉄株式会社 
〒０３４－０００１ 

 十和田市稲生町１７－３ 

 ＴＥＬ ０１７６－２３－３１３２ 

 ＦＡＸ ０１７６－２２－７７３１ 

 

広域的体験学習支援事業「発見！ふるさと体験隊（はっふる隊）」 

で利用可能なバス会社について 



FAX 送り状 
はっふる隊(発見！ふるさと体験隊)  

 広域的体験学習支援事業バス申込書 
 

 令和  年  月  日 

【送り先】利用バス会社名（○をつけてください） 

・三八五バス     （ＦＡＸ ０１７８－４４－６０１８） 
・三八五交通     （ＦＡＸ ０１７８－４４－３５２９） 
・南部バス      （ＦＡＸ ０１７８－４５－４４１６） 
・北日本バス     （ＦＡＸ ０１７８－８８－５４５０） 
・十和田観光     （ＦＡＸ  ０１７６－２２－７７３１） 
・寺下運輸バス    （ＦＡＸ ０１７８－５６－２９４１） 
・東北都市交通    （ＦＡＸ ０１７８－８０－７９２６） 

 

【発信者】 

・学校名 立      学校 

・担当者氏名  

・連絡先 
ＴＥＬ（    ）   ―        
ＦＡＸ（    ）   ― 

 
【申込み内容】 

実施日 令和    年    月    日（   曜日） 

予定時間 出発時刻   ：     ～帰着時刻   ： 

行き先 

 
 
 
 

学年・利用人数  学年（  名） 引率者（  名） 

希望台数    台 （大型・中型・小型） 

その他 

 
 
 
 
 
 

 



【記入例】 

広域的体験学習支援事業（はっふる隊）事業 

乗車証明証 

   ○月○○日（○曜日）  ○○○立 ○○○学校 ○学年 

バスの種類 台数 

大型  １台 

中型 台 

小型 台 

 
 

 
 

バス会社の名称  

学 校 

確認欄 

 
             学校 
担当氏名 
                

○上記項目は、各バス会社が記入します。 

○引率の教員は、内容を確認の上、

署名をお願いします。 



広域的体験学習調査票（計画書・報告書）データ（Ｅｘｃｅｌ）は、

以下の場所にも掲載しますので、ご活用ください。 

 

(1) 八戸市内小中学校 

 ・Ｇｏｖａｔｔのフォーラム「教育指導課」 

→「実践支援Ｇ関係」 

→「４はっふる隊申請書関係」 

→「令和７年度はっふる隊関係資料」 

 

(2) 圏域小中学校 

 ・八戸市教育委員会ホームページ（http://www.hachinohe.ed.jp/） 

→「教育指導課」 

→「はっふる隊申請書関係２０２５」 

 

 

 

 


